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便
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
、
約
23
万
人
の
利
用

者
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
外
国
人
は
約
22
万
人
で
あ
っ
た
。

空
港
別
に
は
、
函
館
空
港
に
約
９
５
０
便
、
帯
広
空
港

に
約
２
９
０
便
、
釧
路
空
港
に
約
２
０
０
便
と
な
っ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
台
湾
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
大

半
を
占
め
て
い
る
。

北
海
道
内
空
港
の
国
際
化
の
た
め
の
課
題

空
港
施
設
の
整
備

空
港
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
外
国
人
旅
行
者
が
最
初

と
最
後
に
滞
在
す
る
玄
関
口
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
空

港
内
施
設
に
つ
い
て
の
案
内
標
識
・
案
内
体
制
な
ど
き

め
の
細
か
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

新
千
歳
空
港
、
函
館
空
港
、
旭
川
空
港
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
運
輸
局
が
中
心
と
な
っ
て
、
外
国
人
が
レ
ン
タ

カ
ー
を
借
り
る
な
ど
の
目
的
を
達
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
実
際
に
外
国
人
の
方
に
点
検
し
て
も
ら
う
「
ひ
と
り

歩
き
点
検
隊
」
が
実
施
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
あ

っ
た
。
対
応
可
能
な
内
容
に
つ
い
て
は
改
善
が
図
ら
れ

て
き
て
い
る
。
空
港
は
、
路
線
の
開
設
・
休
止
な
ど
に

よ
り
利
用
者
の
変
動
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
継

続
的
に
、
外
国
人
の
視
点
に
立
っ
て
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ

フ
ト
面
で
の
受
け
入
れ
体
制
の
改
善
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
定
期
路
線
が
な
い
空
港
に
定
期
路
線
が
就

航
す
る
に
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
（
税
関
・
出
入
国
管
理
・
検
疫
）

専
用
施
設
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
長
距
離
の
国
際
線
に
は

長
い
滑
走
路
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
必
要
に
応
じ
た
空
港

の
施
設
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
増
大
と
貨
物
輸
送

北
海
道
内
の
空
港
が
国
際
化
す
る
た
め
に
は
、
国
際

定
期
航
空
路
線
が
維
持
・
拡
充
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
現
在
、
北
海
道
に
は
台
湾
・
香
港
な
ど
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
空
路
で
来
ら
れ
る
た
め
、
台
湾
・
香
港
線

空
港
ま
た
は
一
部
が
海
に
面
し
て
い
る
が
、
新
千
歳
空

港
は
、
海
に
面
し
て
い
な
い
内
陸
に
あ
る
空
港
で
あ
り
、

飛
行
経
路
上
に
住
宅
も
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
空
港
周
辺
住
民
の
騒
音
へ
の
観
点
か
ら
、

北
海
道
・
地
元
市
・
地
域
住
民
の
間
で
22
時
か
ら
翌
７
時

ま
で
の
時
間
帯
は
６
便（
６
回
の
離
発
着
）に
制
限
す
る

こ
と
に
合
意
し
、
そ
の
よ
う
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
近
年
、
迅
速
性
を
求
め
る
荷
主
の
ニ
ー
ズ
か

ら
航
空
貨
物
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
航
空
貨
物
は

日
中
に
集
荷
な
ど
を
行
い
、
深
夜
・
早
朝
の
時
間
帯
に

輸
送
す
る
こ
と
が
効
率
的
な
こ
と
か
ら
、
深
夜
の
時
間

帯
を
運
航
す
る
貨
物
便
が
増
加
し
て
い
る
。
新
千
歳
空

港
に
お
い
て
も
、
深
夜
・
早
朝
の
時
間
帯
に
４
便
の
国

内
貨
物
便
が
入
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
か
ら
東
京
な
ど
か

ら
22
時
以
降
に
到
着
す
る
便
が
２
便
あ
り
、
深
夜
・
早
朝

の
時
間
帯
の
６
便
の
枠
は
す
べ
て
使
用
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、
さ
ら
に
遅
い

時
間
帯
の
到
着
を
希
望
す
る
声
も
あ
る
上
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ・

ア
メ
リ
カ
な
ど
時
差
が
あ
る
地
域
と
の
路
線
を
開
設
す

る
に
は
、
深
夜
・
早
朝
の
時
間
帯
に
離
着
陸
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ

リ
カ
と
の
間
の
路
線
を
誘
致
し
て
い
く
た
め
に
は
、
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

新
千
歳
空
港
以
外
の
空
港
に
お
け
る
状
況

（
定
期
路
線
）

新
千
歳
空
港
以
外
の
空
港
で
は
、
平
成
６
年
４
月
か

ら
函
館
―
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
線
（
サ
ハ
リ
ン
航
空
）、

18
年
６
月
か
ら
函
館
―
ソ
ウ
ル
線
（
大
韓
航
空
）
が
運

航
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
平
成
18
年
６
月
か
ら

旭
川
―
ソ
ウ
ル
線
（
ア
シ
ア
ナ
航
空
）
が
運
航
さ
れ
、

２
空
港
で
３
路
線
が
運
航
さ
れ
て
い
る
。

（
チ
ャ
ー
タ
ー
便
）

昨
年
は
、
新
千
歳
空
港
以
外
の
空
港
に
約
１
８
５
０

10
年
間
で
は
毎
年
増
加
し
、
19
年
に
は
80
万
人
を
超
え

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
10
年
の
外
国
人
利
用
者
は
25
％
程
度
と
か
つ
て

は
日
本
人
の
方
が
多
か
っ
た
が
、
19
年
に
は
75
％
が
外

国
人
と
最
近
は
外
国
人
の
利
用
の
方
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
主
に
日
本
人
が
利
用
す
る
ホ
ノ
ル
ル
線

（
Ｊ
Ａ
Ｌ
ウ
ェ
イ
ズ
）
が
平
成
15
年
に
運
休
し
た
こ
と

と
、
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
の
観
光
振
興
へ
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
台
湾
な
ど
か
ら
北
海
道
を
訪
れ
る
外

国
人
観
光
客
が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

新
千
歳
空
港
に
お
け
る
課
題

（
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
の
狭
隘
化
な
ど
施
設
面
の
整
備
）

新
千
歳
空
港
で
は
、
国
際
線
の
利
用
者
が
大
き
く
増
加

し
て
い
る
た
め
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
が
狭
隘

き
ょ
う
あ
い
と
な
っ
て
き
て

い
る
。
到
着
便
が
集
中
す
る
昼
間
の
時
間
帯
で
は
入
国
審

査
な
ど
を
待
つ
列
が
航
空
機
内
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
出
発
便
が
集
中
す
る
午
後
の
時
間
帯
で
は
手
荷

物
検
査
場
の
前
で
長
蛇
の
列
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
新

千
歳
空
港
の
国
際
線
利
用
者
の
多
く
が
外
国
人
観
光
客

で
あ
る
た
め
、
空
港
で
の
待
ち
時
間
は
北
海
道
の
観
光
地

と
し
て
の
魅
力
を
減
殺
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

北
海
道
庁
が
外
国
人
観
光
客
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
北
海
道
旅
行
全
体
で
は
90
％
の
方
が
満
足
さ
れ
て
い

る
が
、
入
国
時
の
対
応
で
は
76
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
約
５
倍
の

広
さ
の
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
、
平
成
22
年
３
月

の
供
用
開
始
に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
供
用
さ
れ
れ
ば
、
こ
う
し
た
課

題
も
解
消
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

（
深
夜
・
早
朝
の
運
航
）

深
夜
・
早
朝
の
時
間
も
含
め
24
時
間
、
空
港
の
管
制

な
ど
が
行
わ
れ
、
航
空
機
が
利
用
で
き
る
空
港
は
、
我

が
国
に
は
羽
田
、
中
部
、
関
空
、
新
千
歳
、
北
九
州
の

５
空
港
あ
る
。
新
千
歳
以
外
の
空
港
は
い
ず
れ
も
海
上

北
か
ら
の

発
信　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
再
挑
戦 

⑥ 

北
海
道
内
の
国
際
線
の
現
状

北
海
道
内
に
は
13
の
空
港
が
あ
り
、
国
際
定
期
路
線

は
新
千
歳
空
港
が
９
路
線
と
も
っ
と
も
多
く
、
続
い
て

函
館
空
港
が
２
路
線
、
旭
川
空
港
が
１
路
線
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
３
空
港
以
外
に
は
国
際
定
期
路
線
は
就

航
し
て
い
な
い
。

新
千
歳
空
港
に
お
け
る
状
況

（
定
期
路
線
）

新
千
歳
空
港
で
は
、
平
成
18
年
６
月
に
釜
山
線（
大
韓

航
空
）、
７
月
に
台
北
線（
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
）が
就
航

し
、
ま
た
、19
年
４
月
に
は
北
京
線（
中
国
国
際
航
空
）、

５
月
に
は
大
連
線（
中
国
南
方
航
空
）が
就
航
す
る
な
ど
、

近
年
、
新
規
路
線
開
設
が
相
次
い
で
い
る
。

一
方
で
、
平
成
19
年
９
月
か
ら
瀋
陽
し
ん
よ
う

線（
中
国
南
方
航

空
）が
運
休
し
、
ま
た
、
冬
季
季
節
運
航
し
て
い
た
ケ
ア

ン
ズ
線（
カ
ン
タ
ス
航
空
）が
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
運
休
と
な

っ
て
い
る
。
瀋
陽
線
に
つ
い
て
は
北
京
線
・
大
連
線
と
需
要

が
重
な
り
搭
乗
率
が
大
き
く
下
が
っ
た
た
め
と
の
こ
と
で

あ
り
、
ケ
ア
ン
ズ
線
に
つ
い
て
は
８
割
を
超
え
る
搭
乗
率

が
あ
っ
た
も
の
の
、
豪
ド
ル
高
・
燃
油
高
な
ど
に
よ
る
路

線
収
支
の
悪
化
に
よ
り
、
よ
り
収
益
性
の
高
い
豪
州
国
内

路
線
に
機
材
を
回
す
た
め
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
現
在
、
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に

路
線
が
運
航
さ
れ
て
い
る
。

（
チ
ャ
ー
タ
ー
便
）

全
国
で
も
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
多
い
空
港
で
あ
り
、
平

成
17
年
に
は
約
９
７
０
便
が
利
用
し
て
い
る
。
平
成
18

年
約
７
０
０
便
、
19
年
約
５
３
０
便
と
漸
減
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
新
千
歳
―
台
北
間
に
定
期
路
線
が
増
設
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
半
を
占
め
て
い
た
台
湾
か
ら
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
減
少
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

（
利
用
者
数
）

新
千
歳
空
港
の
国
際
線
利
用
者
数
は
、
平
成
15
年
に

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
影
響
で
減
少
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
最
近

北
海
道
は
、
欧
米
先
進
技
術
の
導
入
な
ど
我
が
国
の
近

代
化
を
先
導
し
て
き
た
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

潜
在
発
展
力
を
必
ず
し
も
十
分
に
発
揮
で
き
ず
、
バ
ブ
ル

後
は
経
済
的
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
最
近
は
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
や
農
水
産

物
の
輸
出
拡
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
国
際
化
の
新

し
い
動
き
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
北
海
道
が
そ

の
お
お
ら
か
で
開
放
的
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
発
揮
し

て
地
域
の
活
力
に
転
換
し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

そ
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
展
望
を
探
り
ま
す
。

北海道内空港の現状と
国際化に向けた課題

北海道内空港の現状と
国際化に向けた課題

の
利
用
率
は
高
い
も
の
の
、
航
空
路
線
の
安
定
的
な
運

航
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
一
方
向
の
利
用
で
は
な
く
、

双
方
向
で
の
利
用
が
望
ま
し
い
。

し
か
し
、
海
外
へ
出
国
す
る
北
海
道
民
は
年
間
約
33
万

人
程
度
で
あ
り
、
出
国
率
も
全
国
平
均
の
約
半
分
程
度

で
し
か
な
い
。
新
規
航
空
路
線
の
開
設
・
航
空
路
線
の
安

定
的
運
航
が
な
さ
れ
、
北
海
道
が
観
光
地
と
し
て
ま
す

ま
す
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
北
海
道
民
が
相
手
国
へ

観
光
に
行
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
旅
客
の
み
な
ら
ず
貨
物
を
あ
わ
せ
て
輸
送
す
る

こ
と
が
路
線
収
支
を
向
上
さ
せ
、
継
続
的
運
航
に
つ
な
が

る
。
し
か
し
、
道
内
空
港
か
ら
の
便
数
が
少
な
い
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
北
海
道
か
ら
の
貨
物
の
多
く
は
、
成
田
空
港

か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
北
海
道
開
発
局
な
ど
が

中
心
と
な
り「
北
海
道
国
際
物
流
戦
略
チ
ー
ム
」が
設
立

さ
れ
、
道
内
空
港
か
ら
直
接
輸
出
さ
れ
る
方
策
を
検
討

し
て
い
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｑ
体
制
の
整
備

新
千
歳
・
旭
川
・
函
館
以
外
の
北
海
道
内
の
空
港
に

は
定
期
便
が
な
い
た
め
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
機
関
は
常
設
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
る

際
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
機
関
は
最
寄
り
の
出
先
機
関
か
ら
の
出
張

で
対
応
し
て
お
り
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
乗
り
入
れ
に
は
、

Ｃ
Ｉ
Ｑ
機
関
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
。
安
定
的
に
チ

ャ
ー
タ
ー
便
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
定
員
の
増
加
な
ど

Ｃ
Ｉ
Ｑ
体
制
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。

＊

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
直
ち
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は

な
い
が
、
北
海
道
と
し
て
も
道
内
各
空
港
が
国
際
化
し

て
い
く
た
め
に
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

北
海
道
企
画
振
興
部
新
幹
線
・
交
通
企
画
局
参
事（
航
空
）

石
崎
　
憲
寛

入国手続きのためボーディングブリッ
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道内空港の概要

北海道調べ 

国際線利用者数の推移 
新千歳空港の国際線利用者実績 

国際線利用者に占める外国人比率の推移 
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